
第２回学校運営協議会 記録

開催日時 令和５年 10月 24日（火）１４時００分～１５時００分
会 場 本校 視聴覚室

学校運営協議会

委員 14名
野澤 政博 氏 髙田 芳和 氏 三國 和江 氏

下司 義之 氏 加藤 恵子 氏 大垣 崇 氏

矢部 励 氏 桐原かおる 氏 原 大介 氏

山中 卓也 氏 阿部 雄史 氏 北尾 稔 氏

石崎 和昌 氏 佐瀬 雅彦 校長

学校職員 ２名

教頭 事務長

出席者氏名

13名
野澤 政博 氏 髙田 芳和 氏 三國 和江 氏

下司 義之 氏 加藤 恵子 氏 大垣 崇 氏

桐原かおる 氏 原 大介 氏 山中 卓也 氏

阿部 雄史 氏 北尾 稔 氏 石崎 和昌 氏

佐瀬 雅彦 校長

・教 頭 佐々木 務 行

・事務長 杉 原 千 寿

次 第 意見交換

１ 活動の中間報告・今後の予定について

意見交換

２ 全体協議

１ 強歩大会について

２ 学校安全について

ⅰ 熱中症対策

ⅱ 体育館の消火栓

３ 意見交換

ⅰ 学校いじめ防止基本方針について

ⅱ その他(委員からの意見)

・防災教室(今年度は自衛隊)の内容は一般的であり、より
踏み込んだ形、心の部分を含めた内容にならないか。

→本校では自衛隊以外に観光協会などに依頼した形を

とっている。今年度はこの形態で行う。

・町役場から水害の警戒連絡が来たら３km先の中学校へ
徒歩で避難する訓練をするよう指導を受けている。今後

避難計画の改善を役場に要望し、防災教室では垂直避難

の訓練を依頼している。

・林業体験が見学だけに終わっていることにふれ、山づく

りをテーマに棍棒を扱った競技なども考えてみては。

・地域から大変高い評価をいただいた。

・団体競技として検討してみては。防災の避難の観点から

グループコミュニケーションも含めたものにしては。

→検討する。

ⅰ 道教委の簡易クーラー設置の経過を見て、必要に応じ

て振興会に依頼する。

ⅱ 道教委の予算措置がないまま消防署から改善命令を

毎年受けていることを地域の方々に認識して頂いた。

ⅰ 資料として配付し委員に認識していただいた。

ⅱ

・学校からも公営塾に実施してほしいことを伝える。

・町の広報だけでなく、町で公営塾をバックアップ。

・生徒からの要望を聞き取って町がバックアップ。

・高校生のアイデアの場を設けてテーマ(戦略)を設定、
形にすることで意欲につながる。費用面は町が負担。


